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エネルギー管理標準
	
「蒸気ボイラー」管理標準（例）
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	改訂：
	頁：1/1

	１．目的
このエネルギー管理標準は、省エネルギー法第4条並びに告示「判断基準」に基づき、運転管理、計測記録、
保守点検、新設措置を適切に行い、エネルギーの使用の合理化を図ることを目的とする。
２．適用範囲
当工場等に設置された蒸気ボイラー（プロセス用）に適用する。

	項目
	内　　　　容
	判断基準
番号
	管理基準
	参照
マニュアル

	運
転
管
理
	1. 燃料の燃焼の合理化
(1)ﾎﾞｲﾗｰの空気比
 ①負荷率50～100％の場合の空気比を設定
②別表第1(A)(1)の区分に該当するものは表記載の基準値を遵守
(2)複数のﾎﾞｲﾗｰの燃焼負荷の調整
(3)燃料の性状に応じて燃焼効率が高くなるように運転条件を管理
	

(1)①ア
(1)①イ
(1)①ウ
(1)①エ
	
・空気比：○～○
・[別表第１(A)(1)]
・調整方法を記載
	運転管理
マニュアル





	
	2. 加熱設備等
(1)蒸気等の熱媒体を用いる加熱設備等については、供給される蒸気の温度、圧力、量等を設定
(2)負荷に応じ、発生蒸気温度、圧力、量等を設定
 (3)ボイラの水質の管理（JISB8223）
	
(2-1)①ア

(2-1)①コ
(2-1)①キ
	

・蒸気温度：○℃
・圧力：○～○MPa
・JISによる
	

	
	3. 廃熱の回収利用
(1)廃ｶﾞｽ温度又は廃熱回収率について設定
(2)別表第2(A)(1)区分に該当するものは表記載の基準値を遵守
(3)蒸気ﾄﾞﾚﾝの温度、量、性状の回収範囲を設定
	
(3)①ア
(3)①イ
(3)①ウ
	
・廃ガス温度○℃
・[別表第2(A)(1)]
・温度：○℃＜
	

	
	4. 電動力応用設備
(1)不要時には停止し電気の損失を防止
(2)負荷に応じ、ﾎﾟﾝﾌﾟ・ﾌｧﾝの圧力、量を制御

(3)電圧、電流の管理
	
(6-1)①ア
(6-1)①ウ

(6-1)①カ
	
・不要時を定義
・制御方法を記載
・回転数、弁開度
・定格値等
	

	計
測
記
録
	1. 燃料の燃焼の合理化
(1)燃料量、給水量、蒸気の圧力、排ガス温度、排ガス中残存酸素量
	
(1)②
	・項目、頻度
	

記録簿

	
	2. 加熱設備等
(1)発生及び供給蒸気の温度、圧力及び流量
	
(2-1)②
	
・項目、頻度
	

	
	3. 廃熱の回収利用
(1)廃ガス温度等廃熱の把握に必要な事項
	
(3)②
	・項目、頻度
	

	
	4. 電動力応用設備
(1)電圧、電流等の計測記録
	
(6-1)②
	・項目、頻度
	

	保
守
点
検
	1. 燃料の燃焼の合理化
(1)ﾎﾞｲﾗｰの配管、ﾊﾞｰﾅｰ、耐火物等の点検
	
(1)③
	・日常：○回／日
・定期：○回／月
	保守点検
マニュアル

記録簿

	
	2. 加熱設備等
(1)伝熱面等加熱に係わる面の点検
	
(2-1)③
	
・○回／年
	

	
	3. 廃熱の回収利用
(1)廃熱回収設備の伝熱面等の汚れの除去、漏洩部分の保守等につき点検（回収設備が無ければ不要）
	
(3)③
	・○回／年
	

	
	4. 放射、伝導等による熱の損失の防止
(1)断熱工事等の損失防止のための措置の点検
(2)スチームトラップは蒸気の漏洩、詰まりを防止するように点検
	
(5-1)③ｱ
(5-1)③ｲ
	
・○回／年
・○回／月
	

	
	5. 電動力応用設備
(1)負荷機械は、動力伝達部及び電動機の損失を低減するように保守点検
(2)流体機械は流体の漏洩を防止し、輸送抵抗を低減するよう保守点検
	
(6-1)③ｱ

(6-1)③ｲ
	
・○回／年

・○回／年
	

	新
設
措
置
	1.高効率ﾎﾞｲﾗｰの採用他
2.特定機器に該当する場合は、製造事業者等の判断の基準に規定する基準エネルギー消費効率以上の効率のものの採用を考慮
	
	

	


	改訂履歴
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	作成
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	承認
	
	照査
	
	作成
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